（別紙1-1）

　
令和2年度沖縄文化芸術を支える環境形成推進事業補助事業計画書
１．応募事業概要等

	（１）応募事業名

	

	（２）応募事業者名

	
	担当者名

（事業を担当する人の連絡先を記入してください。）
	（ふりがな）

	
	
	

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	

	（３）応募する事業の区分

	※「公募要領」をご参照の上、応募する事業全体として目指す目的に沿うものを、いずれか一つ「○」で囲んでください。※前年度からの区分の変更はできません。
1. 文化芸術活動の継続・強化に向けた運営上の課題解決を図る取り組み
2. 文化芸術の享受者の拡大に資する魅力的な創造発信を行う取り組み
3. 文化芸術資源を活用して地域の諸課題の解決を促進する取り組み


	（４）応募の背景（事業実施に係る現状認識や事業の必要性、事業実施により解決したい課題）

	（事業実施に係る現状認識や事業の必要性）

（事業実施により解決したい課題）



	（５）応募事業の概要　（300字以内）

	

	（６）応募事業の年度ごとの取組概要（最長2年間）

	（令和2年度）



	（令和3年度）*平成30年度からの継続事業の場合は記載不要


	（７）事業実施により期待される社会的影響・効果、補助金（公的資金）を投じて実施する理由

	（事業実施により期待される社会的影響・効果）

（補助金｛公的資金｝を投じて実施する理由）


	（８）補助終了後における事業の発展・継続について

	（補助終了後における事業の発展・継続イメージ）
（補助終了後における事業の発展・継続に要する年間所要額及びその調達方法）

（補助終了後における事業の発展・継続に取り組む実施体制案）


	（９）応募する事業が過去に補助金や委託等支援を受けた実績（本補助金によるものも含む）

	実施

年度

支援制度の名称

（当該制度の運営主体）

実施した事業内容の概要




（注）必要に応じて記入欄を増やして差し支えありません。
２．令和2年度における取り組み内容（詳細）

	（１）令和2年度の取り組みの目的及び趣旨

	

	（２）令和2年度に実施する取り組みごとの、実施内容・実施時期・実施場所・実施回数等

	

	（３）令和2年度の取り組みの達成目標

	達成すべき目標

説　明

目標値

〈目標達成度の検証方法〉



	（４）応募する事業にかかわる他の補助金や委託等支援制度への令和2年度応募（予定）状況

	


（別紙1-1）

　
令和2年度沖縄文化芸術を支える環境形成推進事業補助事業計画書
１．応募事業概要等

	（１）応募事業名

	※事業名を記入。事業名が提案する事業内容を適切に表していること。

	（２）応募事業者名

	※団体名を記入。法人格がある場合は、法人格を必ず記入。
	担当者名

（事業を担当する人の連絡先を記入してください。）
	（ふりがな）

	
	
	

	
	電話番号
	※日中連絡の取れる電話番号

	
	メールアドレス
	

	（３）応募する事業の区分

	※「公募要領」をご参照の上、応募する事業全体として目指す目的に沿うものを、いずれか一つ「○」で囲んでください。※前年度からの区分の変更はできません。
1. 文化芸術活動の継続・強化に向けた運営上の課題解決を図る取り組み

2. 文化芸術の享受者の拡大に資する魅力的な創造発信を行う取り組み

3. 文化芸術資源を活用して地域の諸課題の解決を促進する取り組み



	（４）応募の背景（事業実施に係る現状認識や事業の必要性、事業実施により解決したい課題）

	（事業実施に係る現状認識や事業の必要性）

（事業実施により解決したい課題）



	（５）応募事業の概要　（300字以内）

	※「２.令和2年度における取り組み」を300字以内に要約したものを記入。


	（６）応募事業の年度ごとの取組概要（最大2年間）

	（令和2年度）

※実施する取り組みの概要を、年度ごとに簡潔に記入。どのようにステップアップをはかりたいか、そのプロセスも含め分かりやすくすること。


	（令和3年度）*平成30年度からの継続事業の場合は記載不要


	（７）事業実施により期待される社会的影響・効果、補助金（公的資金）を投じて実施する理由

	（事業実施により期待される社会的影響・効果）

※応募事業の実施により、地域社会や当該分野に果たす役割や影響、波及効果がどのようなものか簡潔に記入。
（補助金｛公的資金｝を投じて実施する理由）

※補助金が公的資金であることに鑑み、補助金により事業を実施する理由を簡潔に記入。

	（８）補助終了後における事業の発展・継続について

	（補助終了後における事業の発展・継続イメージ）

※補助事業期間終了後に目指すビジョンや目標、その後の展開を記入。
（補助終了後における事業の発展・継続に要する年間所要額及びその調達方法）

※補助事業期間終了後の資金調達方法や計画を記入。
（補助終了後における事業の発展・継続に取り組む実施体制案）


	（９）応募する事業が過去に補助金や委託等支援を受けた実績（本補助金によるものも含む）

	実施

年度

支援制度の名称

（当該制度の運営主体）

実施した事業内容の概要

H31
＊＊＊＊文化財団

＊＊＊＊助成事業
「＊＊＊＊＊事業」
＊＊＊＊＊に関するシンポジウム、調査等




（注）必要に応じて記入欄を増やして差し支えありません。
２．令和2年度における取り組み内容（詳細）

	（１）令和2年度の取り組みの目的及び趣旨

	※【1.(5)応募事業の概要】に記載した内容の詳細を記入。

	（２）令和2年度に実施する取り組みごとの、実施内容・実施時期・実施場所・実施回数等

	※【1.(6)応募事業の年度ごとの取組概要】に記載した内容の詳細を、具体的にわかりやすく記入。
また、取り組みごとに記入し、取り組みスケジュール（別紙1-2）と関連させて記入。
・今年度実施する具体的な実施内容
・開催する取り組みのタイトルや日程、アーティストや講師名、予想される参加人数や来場者数等
（記入例）
取り組み1. ○○に関する調査
実施内容：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
調査期間：
　　対象・調査方法：
　　実施予算：
等
取り組み2. ■■■■に関するワークショップ事業

実施内容：

実施時期：

実施場所：

実施回数：
実施予算：
等

	（３）令和2年度の取り組みの達成目標

	達成すべき目標

説　明

目標値

※今年度達成したい目標について記入。
達成すべき目標について簡潔に説明すること。
数値目標や達成度等

〈目標達成度の検証方法〉

※上記で設定した目標の達成度をどのように検証するか、検証方法を記入。

	（４）応募する事業にかかわる他の補助金や委託等支援制度への令和2年度応募（予定）状況

	（記入例）
・●●財団「●●●●事業」令和2年度（予定）等
※応募する事業を他の補助金や助成金、委託事業などに応募している場合は予定であっても記載すること。（補助の対象となる取り組みについて、国、県、市町村、その他公的団体から補助金、助成金等の交付を受けているものは、補助の対象となりません。）


記入例





継続事業の場合は、前年度から区分変更はできません。





応募する事業に関連する取り組み等が補助金等を受けた経験を有する場合は、実績として記入。





取り組みの目的及び趣旨と、達成すべき目標を関連させること。








2

